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第９節　　　外　国　語

 
第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　　指導計画の作成に当たっては、小・中・高等学校を通じた領域別の目標設定という観点を踏まえ、
小学校や高等学校における指導との接続に留意する。
　　また、外国語科の指導に当たっては、⑴「知識及び技能」が習得されること、⑵「思考力、判断力、
表現力等」を育成すること、⑶「学びに向かう力、人間性等」を涵養することが偏りなく実現される
よう、単元など内容や時間のまとまりを見通しながら、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業改善を行うことが重要である。
　　さらに、学年ごとの目標を適切に定め、３学年間を通じた外国語科の目標の実現を図るようにする。 
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CAN-DO  

２　指導計画作成の一般的な手順　⇒　　　 P146　７⑴　参照
⑴　年間指導計画の作成　　　　　⇒　　　 P147　７⑵　参照
　　「１　指導計画作成の基本的な考え方」を踏まえ、３年間で自校の定める学習到達目標の達成を図る。
そのために、学年ごとの学習到達目標を定め、年間指導計画を作成する。その際に、取り扱う内容につ
いては、平易なものから難しいものへと段階的に取り扱うことや生徒の発達の段階や学習の目的に鑑み、
それぞれの言語材料をどの程度まで習得させる必要があるかを見極めていく。
⑵　単元計画の作成　　　　　　　⇒　　　 P149　７⑶　参照
　　単元終了時に育成を目指す資質・能力を明確にするとともに、主体的・対話的で深い学びの実現を
図りつつ、言語活動の設定を適切に行う。
⑶　１単位時間の指導計画の作成　⇒　　　 P150　７⑷　参照
　　単元計画に基づき指導内容を焦点化し、生徒の実態に合った指導方法や学習形態を取り入れる。

３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた生徒への指導」の視点
　　障害のある生徒などについては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導
方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　　単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、生徒の
主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、具体的な課題等を設定し、生
徒が外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせながら、コミュニケーショ
ンの目的や場面、状況などを意識して活動を行い、英語の音声や語彙、表現、文法の知識を五つ
の領域における実際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図ること。
⑶　「教科等横断的」な視点
　　言語活動で扱う題材は、生徒の興味・関心に合ったものとし、国語科や理科、音楽科など、他
の教科等で学習したことを活用したり、学校行事で扱う内容と関連付けたりするなどの工夫をす
ること。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　　指導計画の作成や授業の実施に当たっては、ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材
などの協力を得る等、指導体制の充実を図るとともに、指導方法の工夫を行うこと。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　ア　多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役立つ
題材を選択すること。

　イ　我が国の文化や、英語の背景にある文化に対する関心を高め、理解を深めようとする態度を
養うのに役立つ題材を選択すること。

　ウ　広い視野から国際理解を深め、国際社会と向き合うことが求められている我が国の一員とし
ての自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うのに役立つ題材を選択すること。
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３　英語の目標（「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表【５つの領域別の目標】）

２　外国語科の目標（「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表【目標】）

第２　指導計画作成のための資料
１　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方
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４　内容（「外国語の言語材料」の学校段階別一覧表）
 

 

 

 



― 143 ―

５　内容（「外国語活動・外国語の言語活動の例」の学校段階別一覧表）
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６　五つの領域別の目標を踏まえた学習到達目標（「CAN-DOリスト」の形）の設定
　　参考『各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定の

ための手引き』（平成25年３月文部科学省）

⑴　学習到達目標の意味及び目的
　　学習到達目標は、学習指導要領に基づき、生徒が身に付ける能力を各学校が明確化し、主に教
員が生徒の指導と評価の改善に活用する。
⑵　学習到達目標設定の手順
　　既に各学校で行われているとおり、この取組は、各学校が、学習指導要領を踏まえて、学年ご
との目標を「学習到達目標」として生徒に求められる英語力を達成するために具体的な形で設定
するものである。今後は、今回の学習指導要領改訂で領域別の目標が明確に示されたことにより、
その目標と関連付けられた学習到達目標とする必要がある。
　ア　検討体制
　　　学習到達目標の設定過程に外国語科担当教員等全員が参加し、管理職の理解や協力、リー
ダーシップのもと、「言語を用いて何ができるようになるか」という観点から、生徒の実態を
踏まえた上で、育成したい能力や生徒像、学習指導要領に基づいた指導と評価の方法を共有
する体制を構築する。

　イ　卒業時の学習到達目標の設定
　　　生徒の学習の状況や地域の実態等を踏まえた上で、卒業
時の学習到達目標を、言語を用いて「～することができる」
（能力記述文）という形で設定する。

　ウ　学年ごとの学習到達目標の設定
　　　卒業時の学習到達目標を達成するための学年ごとの目標に
ついて、五つの領域において「～することができる」という
形（「CAN-DOリスト」の形）で設定する。

⑶　年間指導計画、評価計画及び単元計画への反映
　ア　「CAN-DOリスト」の形で設定した学年ごとの学習到達
目標を年間指導計画等に関連付ける。また、各学校で実際に
行われる学習活動を基に、各単元における目標及び評価規
準等を設定する。

　イ　教科書を中心に、単元の目標を達成するのに適した教材を
活用した学習指導を計画する。

　ウ　目標の達成状況を把握するための具体的な評価を計画し、
単元計画に関連付ける。

⑷　実際の授業と評価
　ア　「言語を用いて何ができるようになるか」という観点から
計画した授業を実施する。

　イ　評価については、計画に従い、学習活動の特質等に応じ
て、生徒の学習状況を的確に評価できる方法で実施する。

　　　　評価方法の例

　ウ　単元やある程度まとまった区切りの中で適切に設定した時
期において評価する。さらに学期や学年といった単位で学習
の実現状況をまとめる。

⑸　達成状況の把握
　　各単元の目標や学年ごとの学習到達目標の達成状況を把握し、指導や評価の改善に生かす。
⑹　学習到達目標の見直し
　　設定した卒業時及び学年ごとの学習到達目標が適切であったかどうかを検討し、必要に応じて
見直す。
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⑺　学習到達目標作成の留意事項
　ア　「能力記述文」とは、学習した後に、言語を使って行動する主体として何ができるようにな
るかを記述したものであり、外国語科においては、五つの領域において何ができるようになる
かを「～することができる」という形で具体的に記述したものである。

　イ　能力記述文は、以下の要件を備えていることが望ましい。
　　ア　ある言語の具体的な使用場面における言語活動を表していること
　　イ　学習活動の一環として行う言語活動であり、各学校が適切な評価方法を用いて評価できる

こと
　ウ　能力記述文の具体性は、あまり細かな数値的目安を含めるよりも、学習指導要領で示されて
いる外国語科の内容における表現の程度にしておくと、年間指導計画や単元計画と適切に関連
付けしやすくなると考えられる。

⑻　「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標例
CAN-DO
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７　年間指導計画、単元計画、１単位時間の指導計画
⑴　指導計画作成の手順・留意事項
　ア　指導計画作成の一般的な手順
　　　指導計画を作成する際には、下図の流れに従って行い、以下の点に留意する。
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⑶　単元計画例
　ア　単元計画作成のイメージ

イ　単元計画の具体例
　ア　単元の主たる目標（第２学年）
　　①まとまった内容の英文から必要な情報を読み取ったり、聞き取ったりすることができる。
　　②比較級、最上級（形容詞・副詞）、同等比較を含む用法・文構造を理解することができる。
　　③オリンピック・パラリンピックの出場者について、比較表現を用いて、情報を整理しながら

説明することができる。
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　イ　単元の評価規準　（省略）

　ウ　指導と評価の計画
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⑷　１単位時間の指導計画例
　ア　本時の指導計画（第２学年）
　　ア　本時の目標（本時７／７）
　　　　東京2020オリンピック・パラリンピック出場者リストを読んで、金メダルを取ってほし

い選手について、比較表現を用いて、情報を整理しながら説明することができる。
 【話すこと［発表］ウ】
　　イ　本時の展開

 

Good 
job.


